
転写シート

カッティング用シート

剥離紙

カッティングシートの貼り方（ドライ）　　　※記載している貼り方は一例です。
準備するもの
スキージーなど
（定規とティッシュでも可）
マスキングテープ

【カッティングシートの構造】

【貼り方】
①貼る位置を決めて、テープで仮止めします
カッティングシートを貼る位置を決定し、マスキングテープで固定します。

②テープを軸に裏返します
固定用テープが剥がれないよう注意しながら、カッティングシートを裏返します。剥離紙はまだ剥がさず、
ついたままの状態です。上辺にもテープを貼った場合は、この時点で上辺のテープを剥がしてください。

③剥離紙を剥がします
シートを剥離紙から剥がし転写シートに貼り付けます。勢い良く剥がすと切れたりすることがあります。
必ず、ゆっくりと転写シートに貼りつている事を確認しながら剥がしてください。

転写シートに貼りつかない場合
スキージを使用して貼り付けます。シートをピンと張ってヨレないように気をつけながら、スキージーでゆっくり圧着しながら
貼ってください。この時点ではしっかり圧着しないで大丈夫ですので、シワにならないようにだけ気をつけてください。
力を入れ過ぎると、スキージーが引っかかって、転写シートが破れたりすることがありますので注意してください。

④転写シートを剥がす前に圧着します
施工面とカッティングシートの間の空気が、完全に抜けるようにスキージなどで中央から放射状に圧着してください。
この時、一気に力を入れて擦るとシワになりやすいので、まず力を抜いて軽く滑らせて全体的にシワ無く圧着できたら、
仕上げにもう一度少し力を入れてしっかり圧着するようにしてください。特にシートとして残る部分が多いデザインの場合は、
空気が入りやすいので、丁寧に行ってください。

⑤転写シートとテープをゆっくり剥がします
しっかりと圧着できたら、転写シートとマスキングテープを剥がします。この時も、勢い良く剥がしてしまうと、
施工面に上手く貼りついていない部分が切れる恐れがありますで、必ずしっかり貼れているかどうか確認しながらゆっくり
剥がしてください。180 度傾けるとうまくいきます。

事前準備
また施工面の油脂や埃は、事前にきれいに拭き取っておいてください
ゴミが残っていると剥がれの原因などになりますのでご注意ください
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完成☆

☆貼れる素材☆

セロハンテープなどが貼れる素材なら貼ることができます。
凹凸が激しくなければ塗装済みの木材も貼ることができます。

☆貼れない素材☆
無塗装の木材や凸凹した場所には貼ることが難しいです。
部屋の壁などは剥がす際に一緒に壁紙も剥がれてしまう場合があります。

貼り付けるときは転写シートと剥離紙を剥がします


